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米 山 秀 雄

会報は昭和 47年 6月 の創刊号以来 4年になろ

うとしております。

この間形式や編集の変更等脱皮を重ね現在の様

式になりましたが、何と申しましても素人レ動 りヽ、

未だ安定した形や方向を模索しております。

会員の皆様にも多くの御批判がおありと存じま

す。新年度の新編集員によるユニークな改善に期

待いたします。

何処の医師会の広報係も原稿集めには苦心して

いる様子ですが、おかげをもちまして原稿は 100

%以上の集りをみせております。

御多忙中をお宅におし推ドナたり、時をかまわず

お電話したり、失礼申し上げましたのに、大部分

の先生方に心良くお引き受けいたゞき有り難うご

ざいました。

玉稿をいたゞきました先生方にはこ にゝ厚く御

礼申し上げます。

丸 茂 三 千 穂

二年間はとても長くもあったし、いろいろと経

験した様にも思われたが、又、非常に慌しく早く

過ぎさったようでもあった。

会報の使命を速報性と親睦増進と考え、特に後

者の為に、成るべく多くの方々に投書随筆を御願

いして来た。此の為、随分と御迷惑を御かけした

こと 思ゝい御詫び致します。

米山先生の御発案で医師会消息 。時報時論 。理

事会報告等、多摩の山脈 (会員の投書 )、 同好会

だよりと試みに区分してみたが如何でしたでしょ

う。

自分の書いたものが活字になると会報が無縁の

ものと思えなくなる、以後は興味を以て読んで頂

ける様になる、それが狙いだったのです。

会報は会員のもの (会員の利益になるもの及び

会員が興味を持って頂けるものという意味 )、 こ

こに今後も益々焦点を合せていくべきものと私は

考えて来た。

今考えて時報 。時論がもう少し多くあれば一層
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良か ったと思 う。

以上、会報委員の立場か ら考えを述べたが、編

集上至 らぬ点が多々あったこと 思ゝい、御辛抱下

さった会員諸兄に御詫びする次第です。
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